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フ ザ リ ウ ム ワ ー ク シ ョ ッ プ に 参加 し て ( 1 ) 
千葉大学園芸学部生物生産基礎科学講座 長

は じ め に

フ ザ リ ウ ム 及 び関連す る 糸状菌 に つ い て の ワ ー ク シ ョ

ッ プは， 1994 年 9 月 26 日 よ り 30 日 ま でオ ー ス ト ラ リ ア

の シ ド ニ 一大学農学部で開催 さ れた (図-1) 。 大学 は ダ ウ
ン タ ウ ン か ら パ ス で 10 分 ぐ ら い の 所 に あ り ， 徒歩で も
30 分 く ら い の便利 な と こ ろ に位置 し て い る 。 し か し セ メ

ス タ ー 聞 の 休 み で あ っ た た め か思 い の ほ か静か で あ っ

た。 参加者 は オ ー ス ト ラ リ ア 国内 の 試験場や会社関係者

7 名 と ， 海外か ら 新ユ ー ゴ， フ ィ リ ピ ン， ベ ト ナ ム ， 日 本

の 4 か国 5 名が参加 し た 。 こ の ワ ー ク シ ョ ッ プは， 主催

者 の BUHGESS教授 が フ ザ リ ウ ム 実験 マ ニ ュ ア ル 第 3 版

(Laboratory manual for Fusarium Research. 3 rd 

ed.， L. W. BURGESS 巴t al . ，  Univ. Sydney， 1994) を 出版 し

た の を機に 5 年ぶ り に 開催 さ れた 。 今回 は オ ー ス ト ラ リ

ア で分離 さ れ る フ ザ リ ウ ム の講義 と 観察 だ け で な く ， フ

ザ リ ウ ム の分離時 に よ く 出現 し た り ， 形態が類似 し て い

る Cylindrocmpon， Cylindrocladium， Verticillium 
に つ い て も 諮義 と 観察が行われた。 講義 と 観察の合聞 を

ぬ っ て， 分子生物学的手法の セ ミ ナ ー や フ ザ リ ウ ム 菌の

地理的分布の セ ミ ナ ー も 行わ れ た 。 最終 日 に は， 名前の

ふ せ て あ る 菌株 を観察 し て ワ ー ク シ ョ ッ プの成果が試 さ

れた。 ワ ー ク シ ョ ッ プの プロ グ ラ ム は表ー1 に 示 し た 。

テ ィ ー タ イ ム

ワ ー ク シ ョ ッ プは ， 朝 9 時 よ り 夕 方 5 時 ま でか な り び

っ し り と 行われた。 ラ ン チ タ イ ム は お よ そ 2 時間だが，

実際 に は昼過 ぎ ま で顕微鏡 を の ぞ く 参加者が多 か っ た。

ま た午前中 と 午後 に 適 当 な テ ィ ー タ イ ム があ っ た。 南半

球では 9 月 の気候 は北半球の初春 に 当 た る の で， 少 し で

も 寒い身体を緩め る た め に， 私や東南ア ジ ア か ら の参加

者た ち は ワ ー ク シ ョ ッ プ前 に 暖 か い飲物 を と ら な く て は

な ら な か っ た。 テ ィ ー タ イ ム で は そ れぞれ参加者がテ ー

プJレ を 囲んで， 雑談や 自 己紹介を かねた研究の話 を繰 り

広げて い た 。 BURGESS教授 は現在学部長 の た め に セ メ ス タ

ー の休 み を 利 用 し て こ の ワ ー ク シ ョ ッ プ を 開催 し て い

た。 ワ ー ク ッ シ ョ ッ プの講義 と 実習 も 半分近 く は 自 ら 担

当 し て い た こ と が印象深い ( 図 2) 。 雑務の 中 で こ の よ う

に準備良 く 進行で き る の も ， 有能 な秘書の方の貢献が大

き い よ う であ っ た。 ワ ー ク シ ョ ッ プが聞かれた実習室は
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学生実験室だ っ た (図 3) 。 学生用 の顕微鏡 は最近 5 年以

内 に つ く ら れた 日 本製の性能の良 い光学顕微鏡であ っ た

が， ノ マ ル ス キ ー顕微鏡や位相差顕微鏡以外 は 「 ふ つ う

の j 顕微鏡 と 考 え ら れて い る よ う で， BURGESS教授 は 設備

が十分でな く 残念だ と 嘆い て い た 。 BUHGESS教授 は フ ザ リ

ウ ム研究室 を担当 し て い る が， ス タ ッ フ と し て は助手 と

技官だ け の よ う で， ワ ー ク ッ シ ョ ッ プの講義 と 笑習 に は

教 え 子 で シ ド ニ ー植物園 に 勤 め る Dr. B.A. SUMMEHELしが

活躍 し て い た 。 植物園 の研究室 は で き た ばか り な の で，

研究 を軌道 に乗せ る の と 同時に研究室の運営 に も 腐心 し

て い る よ う で あ っ た 。 ち な み に す で に E-mail は 導 入 さ

れ て い た 。

培獲と保存
今 回 の ワ ー ク シ ョ ッ プで は ， Fusmium 菌 の 分類 と 同

定の講義 と 実習 だ け で な く ， 培養株の継代培養法 と 長期

保存 に つ い て 実習 が行 わ れた 。 講義の 中 で も 繰 り 返 し触

れ ら れた よ う に ， Fusarium 菌 の 単胞子培養株 を研究の

ス タ ー ト に す る こ と が必要 と な る 。 こ の ワ ー ク シ ョ ッ プ

で は簡便な 単胞子培養法が紹介 さ れた 。 そ の 方法は， 斜

面培地の培養株に 殺菌水 を 注 ぎ， 懸濁 し た 後 に 素寒天培

地 に 懸濁液 を 流 し込み， す ぐ に 反転 し て 余分 な 水分 を の

ぞ く や り 方であ る 。 こ の培地 を 280Cで一晩培養後， 実体

顕微鏡で観察 し なが ら 白金耳で発芽 し た胞子 を 拾 い 上 げ

る 。 さ き に述べた よ う に コ ロ ニ 一直径の計測 に は 単胞子

を接種源 と し て シ ャ ー レ に 移植 し て培養 し て い た。

長持]保存法 に つ い て は， 真空凍結乾燥法が推奨 さ れて

い る 。 単胞子分離に比べ る と ， BUllGESSクソレー プの オ リ ジ
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Program 
Monday 

フ ザ リ ウ ム ワ ー ク シ ョ ッ プに参加 し て ( 1 )

表 - 1 ワ ー ク シ ョ ッ プの プ ロ グ ラ ム

LABORATORY WORKSHOP ON FUSARIUM AND RELATED FUNGI 
26-30 September 1994 

Wednesday 
8 . 3 0  Lyophil isation -Stage 2 

193 

9 町 0 0 Introduction to Fusarium 9 . 0 0 F .  chlamydosþorum ， F . poae， F .  s，ρorotrichioides， 

Taxonomy and identification F .  tricinclum 

1 0 . 0 0 F . o砂sþorum and F .  solani Biology， toxicology and taxonomy 
Comments on biology， pathology and taxonomy Examination of cultures 
Examination of cultures 1 0 . 4 5 Coffee 

1 0  . 4 5  Coffee 1 1  . 0 0  Continue examination of cultures 
1 1  . 0 0  Continue examination of cultures 1 2  . 0 0  Mycogeography of Fusa1ium and application of 
1 1 . 3 0 F .  nygamai and F . babinda Bioc1im model 

Comments on biology， toxicology and taxonomy 1 2 . 3 0 Lunch 
Examination of cultures 2 . 0 0 F . semitectum ， F . ρ01)戸hialidicum

1 2 . 3 0 Lunch Biology and taxonomy 
1 . 3 0 F . moniliforme， F . subglutinans， F . 戸roliferatum， Examination of cultures 

F . anthophilum 3 . 0 0  F .  decemcellulare， F . late円tium ， F .  merismoides and 
Comments on biology， pathology， toxicology and I F .  dimerum 

taxonomy Biology， pathology and taxonomy 
Examination of cultures Examination of culture 

3 . 4 5 Coffee 3 . 4 5 Coffee 
4 . 0 0 F .  beomiforme 4 . 0 0 Continue examination of cult町es

Biology and taxonomy 5 . 3 0 End of session 
Examination of cultures I Thursday 

4 . 4 5  Single spore isolation 8 . 3 0  Introduction of Cylindroca1pon 

Brief discussion and seeding of W A plates with I Biology and taxonomy 
unknown Examination of cultures 
Fusarium cultures 1 0 . 0 0 Introduction of Cylindrocladium 

5 . 3 0 End of session Biology and taxonomy 
Tuesday Examination of cultures 

8 . 3 0  Transfer of germinated single spores of unknown 1 0  . 45 Coffee 
Fusarium cultures onto PDA plates for deter. 1 1 . 0 0 Continue examination of cultures of Cylindrocarpon 

mination of colony diameters at 25"C and 30"C on I and Cylindrocladium 

Friday 1 1  . 30 Introduction of Verti，α!llium and other fungi 
9 . 0 0 F . graminearum (Groups 1 and 2) ， F .  culmontm ， I Biology， Pathology and taxonomy 

F .  crookwellense， F .  sambucinum Examination of cultures 
Comments on biology， pathology， toxicology and I 1 2 . 3 0 Lunch 
taxonomy 2 . 0 0  Perfect states of Fusarium， Cylindrocaゆon and 
Examination of cultures Cylindroc/adium 

1 0 . 4 5 Coffee 3 . 4 5 Coffee 
1 1 .  0 0  F . avenaceum sub. spp. avenaceum， ayωerte， 

側rragai ; F . heterosþorum 

Biology， ecology and taxonomy 
Examination of cultures 

1 2 . 0 0 Molecular variation in above fungi-use of RFLP 
techniques 

1 2 . 3 0 Lunch 
2 . 0 0 F . acuminatum sub . spp . acuminalum， armeniacum ; 

F . compactum ; F .  equiseti ; F .  scirpi ; F .  longiJ自由

Biology， toxicology and taxonomy 
Examination of cultures 

3 . 4 5 Coffee 
4 . 3 0 Lyophilisation techniques-Stage 1 
5 . 3 0  End of session 

4 . 0 0 Continue examination of cultures 
5 . 3 0 End of session 

Friday 

8 . 3 0 Measure colony diameters of unknown Fusarium 

cultures 

9 . 0 0 Identification of unknown Fusarium cultures 
1 0 . 4 5 Coffee 
1 1  . 0 0  Continue identification of unknown cultur田 and

identification of participants' cultures 
1 2 . 3 0 Lunch 

Afternoon Ses出ion ended 
Laboratories wiI l  remain open and participants 
may continue to examine cultures 
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ナ jレ な 方法 と な っ て い る 。 保存す る 菌株は CLA で 14 日

間培養す る 。 あ ら か じ め凍結保存用 の ガ ラ ス 管 に は綿栓

を詰め て滅菌 し て お く 。 ス ポ ロ ド キ ア が豊富 に形成 さ れ

た カ ー ネ ー シ ョ ン葉片 を ピ ン セ ッ ト でつ ま み上げ， 綿栓

を 外 し た ガ ラ ス 管 に 移 し ， 底部へ押 し込む ( 図-4) 。 綿栓

を ガ ラ ス 管の下部 1/3 ぐ ら い ま で押 し込み携帯ノ てー ナ ー

でそ の上部 を 加熱 し て ， 管が封 じ込め ら れ な い程度 に 引

き 延 ばす。 こ の よ う に 準備 し た ガ ラ ス 管 を真空凍結乾燥

機 に セ ッ ト し て お よ そ 1 7�18 時間凍結乾燥す る 。 乾燥終

了 後 に ガ ラ ス 管 を 携帯ノ て ー ナ ー で焼 い て 封 じ る ( 図

5) 。 保存 は冷蔵庫で行 っ て い る 。

研究室での通常の培養 は ， 250Cに 調節 さ れ， 1 2 時間明

期の照明下で行われて い る (図-6) 。 培養 は図 の よ う に直

径 お よ そ 5 CJl1 の シ ャ ー レ を 用 い て い た 。 こ の培養室 は

土足で， 白衣 も 着用 せ ず に 入室可能であ っ た が， と き に

図 - 2 実習を指導す る ßURGESS教授

図 - 3 ワ ー ク シ ョ ッ プ実習の様子
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図 - 4 真空凍結乾燥の手11頂 ( ] : 綿絵 を し て乾熱殺菌 した

ガ ラ ス 管 を用意す る ， 2 ・ 通 常 の 無菌操作 に よ り

丹市G1^illn1 を 培養 し た カ ー ネ ー シ ョ ン 業 を ピ ン セ

ッ ト な どで入れ る ， 3 再ぴ出il絵 を す る ， 4 : 針金な

ど で綿桧とカ ー ネ ー シ ョ ン � を ガ ラ ス 管底部へ押

し込む， 5 ガ ラ ス 管 の任意の位置 を 熱 し て 引 き延

ば し ， 瓦空凍結乾燥 を行 う ， 6 : 凍結乾燥終了後，

ガ ラ ス 管 を焼 き切 り 封 じ る ; a : 綿栓， b : カ ー ネ

ー シ ョ ン 諜 ， c ピ ン セ ッ ト な ど， d : 針 金な ど，

e . ガ ス バー ナ ー の 炎)

図 - 5 n空凍結乾燥後の ア ン プル封入
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図 - 6 Fusa1'illm 培養室の BUJミGESS教授

は ダニ に よ る 汚染があ る そ う で あ る 。

研究上必要 と な る 外国産の菌株輸入 に 関 し て は， 研究

者が許可番号 を 持 っ て い て， 直接海外 よ り 郵送 さ れ る 。

シ ン ポ ジ ウ ム の ト ピ ッ ク ス

BURGESSの グ ル ー プで も Fusa1iurn の分類 に 分子遺伝

学的手法 を 導入 し 始 め た 。 F. graminea1'llrn を対象 に サ
プ. ク.ル ー プ と 分子 レ ベ ル の 関係 を RFLP で検討 し て い

る 。 現在 ま での と こ ろ で は， F. gramineanlm に は い く つ
かの分子 レ ベ ル で区別 さ れ る 菌系が示唆 さ れて い る 。

BURGESSの グ ル ー プ は FusarÚlm の 分類 を 生態 と 関連

づ げ て 研究 し て い る 。 菌類地理学 (Mycogeography) と

呼ぶ こ の テ ー マ で は， a. F�.βa1叩m 種の分布 と オ ー ス ト

ラ リ ア 土壌 と の関係， b. Fusa1ium 種の分布 と 気候 と の

人 事 消 息
(4 月 1 日 付)
永田 徹氏 (生物研企画調整部長) は農業環境技術研究

所長 に
山下良弘氏 (九州良試企画連絡室長) は東北農業試験場

長 に
加藤明治氏 (農研セ ン タ ー総合研究官) は農業研究セ ン

タ 一次長 に
桂 直樹氏 (生物研機能開発部長) は 農業生物資源研究

所企画調整部長 に
笠毛邦弘氏 (食品総合研生物機能開発部分子情報解析研

究室長) は 農業生物資源研究所機能開発部長に
小I 1 1 釜氏 (農研セ ン タ ー 企画調鐙部研究企画科長) は

北海道農業試験場生産環境部長 に
井上隆弘氏 (北海道良試生産環境部長) は 九州、|炭業試験

場企画連絡室長 に
玉木佳男氏 (農環研所長) は退職 〔東北大学教授農学部〕
松原茂昌氏 (東北農試場長) は退職 〔鳥取大学教授農学

部〕
原城 隆氏 (農研セ ン タ 一次長) は退職
清野 総氏 (農環研企画調整部企画科長) は農業環境技

術研究所環境資源部気象管理科長 に

関係， c. Fusa1 îum 種 の 分布 と 植物群落 と の相互作用 の

3 点、 に つ い て 検討 し て い る 。 今回 の セ ミ ナ ー で は ， 農業 に

よ る 生態への圧力 と FUSa1叩m 種の分布 に つ い て は触れ

ら れ なか っ た が， 植生が Fusarium 種の分布に影響 し て

い る こ と が報告 さ れた 。 Fusariurn は 腐生的生活 に よ り

主 に 植物辿体の分解 を進め る が， 分解す る 植物遺体 に は

l管好性があ る ら し い。 オ ー ス ト ラ リ ア大陸は植物学上 も

孤立 し て き た特異な位置 に あ る の で， コ ス モ ポ リ タ ン な

Fusarium の こ の よ う なl瞥好性が今後の研究で明 ら か に

な る こ と を期待 し た い。

お わ り に

BURGESSの グ ル ー プ は オ ー ス ト ラ リ ア 大陸 を 中 心 に し

て Fusarium の分類 を 生態 と 関連 づ け て 研究 し て い る 。

そ の研究の発展系 と し て ， 最初に手が け た 穀類立枯れ病

を起 こ す F. gmminearum の 分子遺伝学的ア プ ロ ー チ を

試みた り ， 地理的 に 降!�れて い る 北 ア フ リ カ や東 ヨ ー ロ ッ

パ (パjレ カ ン半島近辺) の菌株の比較 に 着手 し て い る 。

こ の よ う な 戦略 は東 南 ア ジ ア に も 進 め ら れ て い る よ う

で， ベ ト ナ ム や イ ン ド ネ シ ア で菌類地理学の立場 か ら 緯

度 に 沿 っ て あ る い は植生に応 じ て採集 を 行 っ て い る 。 ま

た ， 交配前ュが明 ら か に な り つ つ あ る F. monilifonne の

分布 に つ い て も ， ベ ト ナ ム で精力 的 に 進め て い る よ う で

あ る 。

( な お， 今回 は ワ ー ク シ ョ ッ プの概略 を紹介 し た が， 次号

で フ ザ リ ウ ム 菌の分類 と 同 定法 に つ い て紹介 し た い。 )

松井重雄氏 ( 農研セ ン タ ー 企 画調整部研究交流第 2 科
長) は 段業研究セ ン タ ー 企画調整部研究企画科長 に

石黒 潔氏 (農研セ ン タ ー病害虫防除部主任研究官 (水
回病害研究室) ) は農業研究セ ン タ ー企画調整部主任研
究官 (研究企画科) に

野口勝司氏 (農研セ ン タ ー耕地利用部畑雑草研究室長)
は農業研究セ ン タ ー企画調整部研究交流第 2 科長 に

大村敏博氏 (農研セ ン タ ー 病害虫防除部主任研究官 ( ウ
イ /レ ス 防除研究室) は 農業研究 セ ン タ ー病害虫防除部
ウ イ ル ス 防除研究室長 に

萩原 腕氏 (農研セ ン タ ー病害虫防除部畑病害研究室長)
は農業研究 セ ン タ ー病害虫防除部土壌病害研究室長 に

斉藤初雄氏 (東北差益試水田利用部水田病害研究室長) は
農業研究セ ン タ ー病害虫防除部畑病害研究室長 に

宇垣正志氏 (生物研企画調整部主任研究官 (企画科) ) は農
業生物資源研究所分子育種部適応性追伝子研究室長に

上路雅子氏 (農環研資材 動態部農薬動態科除草剤動態研
究室長) は農業環境技術研究所企画調楚部企画科長 に

安田耕司氏 (国際農林水産業研究 セ ン タ ー沖縄支所主任
研究官 (作物保護研究室) ) は 農業環境技術研究所環境
生物部主任研究官 (昆虫管理科昆虫分類研究室) に

鈴木隆之氏 (農環研資材動態部農薬動態科農薬管理研究室
(31 ペー ジ に続 く )
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